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＜訓読のみ言＞ 

『平和を愛する世界人として』 

第七章 二十一世紀の宗教が最終的に目指すもの 

 学校は、真理を教える聖所のような所です。学校で教えるべき最も重要な真理は何でしょ

うか。一つ目は、神様を知って、その存在を現実の世界に顕現させることです。二つ目は、

人間存在の根源を知り、自分の責任を果たし、世界の運命に責任を持つことです。そして、

三つ目は、人類の存在目的を悟り、理想的な世界を建設することです。このようなことは、

長い間真心を込めて教えて、初めて分かるようになります。 

 今日の教育は、競争して勝った者が幸福を独占する、勝者独占社会をつくっていくことに

焦点が合わせられています。それは正しい教育ではありません。教育は、人類が共に豊かに

暮らす平和の世界をつくるための手段でなければなりません。今まで私たちを支配してき

た教育の理念と方法を、人類共通の目標のためのものに変えなければなりません。アメリカ

がアメリカだけのための教育を行い、イギリスがイギリスの利益だけのための教育を行え

ば、人類の未来は真っ暗闇です。 

 教育者は、自分一人が裕福に暮らす方法ではなく、私たちの時代のあらゆる社会的な諸問

題を解決することのできる知恵を教えなければなりません。各宗教に属する宗教学者の役

割はもっと重要です。宗教学者が教えるべきことは、自分の宗教の複雑な理論や優越性では

なく、人類を愛し、平和世界を成し遂げる知恵です。彼らが先頭に立ち、人類は兄弟姉妹で

あり、世界は一つの家庭だという平和の原理を子孫に教えていかなければ、決して人類の幸

福な未来を期待することはできません。 

 知恵の中の知恵は、神様の心情と理想を知ることです。ですから、科学技術が天に届くか

のような二十一世紀にも、宗教の役割は依然として重要です。したがって、全世界の宗教は、

人類の行くべき目的地を正確に知り、今すぐに大小の利益争いを止めなければなりません。

体面を優先させた名分争いもやってはいけません。お互いに知恵を集め、力を合わせて理想

世界の建設に勤しまなければならないのです。葛藤の憎悪に染められた過去の日々はもう

忘れ、平和をもたらさなければなりません。世界平和のための努力はいくらやっても終わり

がありません。人類を理想世界に導いていく宗教者は、自分が平和の使徒であることを、一

瞬たりとも忘れてはいけません。 


